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令和３年度食品ロス削減推進大賞の表彰状授与式は、令和３
年度食品ロス削減全国大会のプログラムの中で実施しました。

令和３年度食品ロス削減全国大会

◆開催日 令和３年10月29日（金）、30日（土）

◆会場 30日 豊田市コンサートホール

（豊田参合館10階）

愛知県豊田市西町1丁目200番地

◆主催 愛知県豊田市、

全国おいしい食べきり運動ネットワーク協議会※

※「おいしい食べ物を適量で残さず食べきる運動」の趣旨に賛同する自治体が参
加する協議会（平成28年10月設立。事務局は福井県。令和３年９月14日現在、
434自治体が参加。）

◆共催 消費者庁、農林水産省、環境省

◆参加者 30日 会場定員 350人

オンライン配信
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令和３年度食品ロス削減推進大賞

１. 概要

２. 食品ロス削減推進大賞選定会議委員(五十音順・敬称略)

蟹江憲史 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授

小林富雄 愛知工業大学経営学部教授

食品ロス削減推進会議委員

ドギーバッグ普及委員会委員長

長沢美津子 朝日新聞編集委員

食生活ジャーナリストの会会員

馬場裕之 お笑いトリオロバート

増田悦子 公益社団法人全国消費生活相談員協会理事長

村井正親 消費者庁政策立案総括審議官

３.主催

４.共催

消費者庁

農林水産省、環境省、文部科学省、厚生労働省、経済産業省

消費者等に対し広く普及し、波及効果が期待できる、食品ロス削減の推進に

資する取組を行った者に対して表彰を行うことにより、食品ロス削減の取組

を広く国民運動として展開していくことを目的として、表彰を行います。
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内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）
若宮 健嗣

委員、増田委員及び食品ロス削減推進アンバサダーの馬場委員にも改めてお礼
申し上げます。
昨年に引き続き、今年も多くの皆様から素晴らしい取組をご応募いただき、

とても充実した内容に、審査は難航を極めたと伺っております。
今回各賞に選ばれた皆様方は、食品ロスの削減に向けて、大きな波及効果が

期待できる優れた取組を推進していただいています。
大臣賞を受賞された株式会社日本アクセスは、食品卸売業として、受発注の

改善やフードバンク団体への提供に加え、AIを活用した需要予測システムの導
入やスーパーへの納品期限をオーバーしてしまった商品のインターネット販売
など、サプライチェーン全体を通じて食品ロス削減に取り組んでおられます。
こういった事業者の努力を消費者にも理解してもらうことで、事業者と消費

者双方の更なる食品ロス削減への取組の推進が期待できるものと考えます。
長官賞、委員長賞を受賞された取組も、消費者への働きかけ、災害用備蓄食

品の有効活用、児童や生徒の方々による創意工夫など、今後の政策展開におい
て重要な視点を提供して頂いたものと感じています。
改めて申し上げるまでもありませんが、食品ロスの削減は極めて重要な課題

です。一人一人が、「他人事」ではなく「我が事」として捉え、「理解」する
だけでなく「行動」に移して頂くことが大切です。政府としても、受賞された
皆様の活動を手本として、制度的な課題の解決に向け、一丸となった取組を加
速化させていきます。
本日は誠におめでとうございました。

「令和３年度食品ロス削減推進
大賞」を受賞された皆様、誠にお
めでとうございます。
全国各地から、創意工夫をこら

した様々な取組のご応募があり、
非常に心強く感じております。審
査に当たっていただきました小林
委員長をはじめ、蟹江委員、長沢

大臣祝辞（ビデオメッセージ）
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消費者庁長官 伊藤 明子

沢委員、増田委員及び食品ロス削減推進アンバサダーの馬場委員にも改めてお
礼申し上げます。
今年は全国各地から合計95件の素晴らしい取組をご応募いただき、大臣賞１

件、消費者庁長官賞３件、審査委員長賞６件の合計10件の取組を表彰させてい
ただきます。私からは、長官賞を受賞された３組の皆様をご紹介いたします。
長官賞１組目の一般社団法人 食品ロスリボーンセンターは、自治体や企業

が保有する災害用備蓄食品を子ども食堂等に提供しています。政府でも、今年
４月に申合せを行い、原則として国が保有する災害用備蓄食品をフードバンク
等へ提供することとしています。災害用備蓄食品の有効活用は今後、自治体や
企業に広まることを期待しています。
長官賞２組目の鎌倉市立小坂小学校４年４組は、給食の残量を減らすために

児童自らがポスターを作成して校内で呼びかけを行い、給食の残量を１年間で
１日平均15キロから200グラムまで減らすことができています。食品ロス削減
のためには一人一人が問題を認識して、実際の行動に移すことが重要です。消
費者の自主的な取組が全国に広まることを期待しています。
長官賞３組目の成田賢一様は、移動型スーパーを通じた余剰農産物の無料提

供やフードバンク活動、地域冷蔵庫の設置など、食品ロス削減だけでなく、地
産地消にも貢献されています。地産地消は食品ロス対策として有効な手法だと
認識しており、今後もこういった取組が全国に広がることを期待しています。
先ほど大臣からもご発言がありましたが、一人一人が、食品ロス問題を「他

人事」ではなく「我が事」として捉え、「理解」するだけでなく「行動」に移
して頂くことが大切です。政府としても、受賞された皆様の活動を手本として、
制度的な課題の解決に向け、一丸となった取組を加速化させていきます。
本日は誠におめでとうございました。

消費者庁長官の伊藤です。先ほ
ど、大臣からご紹介のあった大臣
賞を受賞された株式会社日本アク
セスをはじめ、「令和３年度食品
ロス削減推進大賞」を受賞された
皆様、誠におめでとうございます。
審査に当たっていただきました小
林委員長をはじめ、蟹江委員、長

長官祝辞
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食品ロス削減推進大賞審査委員会 委員長
愛知工業大学経営学部教授

小林 富雄

食品ロス削減推進大賞審査委員会
委員長 挨拶

本日はこのようなところで対面
での授賞式ができることを大変嬉
しく思っております。審査委員長
の小林と申します。昨年はオンラ
インでの開催でしたが、コロナも
落ち着いてきてということなのか
なと思います。もちろん予断を許
さない状況ですけれども、私の方

から講評、特に審査委員長賞を中心にお話しさせていただければと思います。
只今、長官からもありましたように、大変多様性のある応募者様をこのよう

な形で一律に審査するのは本当に大変でした。６つの審査委員長賞ということ
で、１つ目が島本美由紀様、個人の女性の方のお取組です。もう一つは熊本学
園大学付属高校。これは高校生です。それからコープデリ生活協同組合連合会、
これは生協様ということになります。もう１つは国連世界食糧計画WFP協会、
これはITなどを使った取組。どんぐりピット合同会社、これはベンチャー企業
と言ってよいのではないかなと思います。最後は三本珈琲様、これは民間企業
です。このように組織だけ見ても大変多様なものを評価しなければならないと
いうことで、審査は大変ではあったのですが、先ほどの市長からもあったよう
に食品ロス削減には大変色んな可能性を秘めていると思います。もちろん豊田
市の環境部が中心となって大会開催にこぎつけたということになるのですが、
決して環境問題だけで終わらすようなテーマではないと思っていますし、それ
がこの大賞の参加者にも現れているのではないかなと思います。つまり、この
ような多様な取組をどのように進めていくかという時に、先ほどから「自分
事」という言葉が非常に言われておりますが、その中で色んな他者と関わって
いく中で、次の新しい社会を作っていく、新しい方向をこの食品ロス削減とい
うテーマからも見出していける非常に幅の広いテーマなのではないかなという
ことで、私からの言葉とさせていただきたいと思います。
本日はどうもおめでとうございました。
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内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全）賞

株式会社日本アクセス

消費者庁長官賞

一般社団法人食品ロス・リボーンセンター

表彰状授与・受賞者スピーチ

大臣代理で長官から表彰状が授与されました。
受賞スピーチの中で、「４つに課題を分類し、それぞれを起点に整理することで、全
社的な食品ロス削減を、わかりやすく進めることができました。今後もこの各種ある
課題への貢献含めて社会の役に立てる企業・卸となれるように活動を続けていきたい
と思っています。」というお話がありました。

長官から表彰状が授与されました。
受賞スピーチの中で、「割と身近なところに災害用備蓄食品があります。全国で約３
万トンが毎年災害がなければ、有効利用されず、廃棄されています。それらを有効活
用できるように、子ども食堂さんや福祉施設、フードバンクさん、社会福祉協議会、
様々な所に寄贈できるルートを構築しています。今は学校給食にも、食品ロスの教育
として寄贈することに力を入れています。」というお話がありました。 ８



消費者庁長官賞

鎌倉市立小坂小学校４年４組

消費者庁長官賞

成田 賢一 氏

受賞スピーチの中で、「本日が食品ロスについて意識をつける、つまり心の中に種を
持つというきっかけの日になっていただければと思います。日頃からそれを意識して
生活する中で一つ一つ水をあげる、もったいないに貢献できているなぁとか、自分以
外の誰かが喜んでくださったら、それが一つ一つ花が咲くと私は捉えています。ぜひ
一つのきっかけの種を大切にして、これからの日常を意識して生活していただければ
と思います。」というお話がありました。

受賞スピーチの中で、「君が食べれば世界が変わるというキャッチフレーズで活動を
始めました。因果関係は分かりませんが、活動を進めるうちに給食の残量が減って
いって、学校の給食のメニューと残飯量のデータを取ってご飯の日に給食の残量が多
いということに気が付いてそれをみんなに知らせたりして、どんどん減らしていきま
した。」というお話がありました。
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食品ロス削減推進大賞審査委員会委員長賞

熊本学園大学付属高等学校 Next Nexus

食品ロス削減推進大賞審査委員会委員長賞

コープデリ生活協同組合連合会

受賞スピーチの中で、「生協の特徴である職員や地域の組合員の方が学校や公民館な
ど色んな場で食育や環境の学習会をオンラインも含め開催しています。生産者と取引
先、組合員・地域と連携をしながらこれらの取組をさらに拡げていきたいです。」と
いうお話がありました。

小林審査委員長から表彰状が授与されました。
受賞スピーチでの中で、「食品ロスのように無駄になってしまうものは、新たな視点
から少しの手間を加えることで私達の生活に役立つ素晴らしいものへと変化します。
企業だけでなく私達消費者が身の回りにあるものを捨てる前にもう一度使えないか検
討してみる、そういった心が重なることで日本の食品ロス削減は必ず達成できると私
たちは信じています。」というお話がありました。
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食品ロス削減推進大賞審査委員会委員長賞

島本 美由紀 氏

食品ロス削減推進大賞審査委員会委員長賞

特定非営利活動法人国際連合世界食糧計画
WFP協会

受賞スピーチの中で、「日本では何の気なしに捨ててしまっているもの、無駄にして
しまっているものがたくさんあります。その一方で世界では、最大８億1100万人の人
が毎日おなかを空かせてベッドに入るという暮らしをしています。こういったことを
ぜひ知っていただき、その上で食品ロス削減に一緒に取り組んでいければと思ってい
ます。」というお話がありました。

受賞スピーチの中で、「家事は冷蔵庫を中心に回っています。冷蔵庫との付き合
い方を少し見直すだけで暮らしはすごく楽になり、捨てる罪悪感からも解放され
ます。」というお話がありました。また、暮らしに役立つ正しい保存の方法など
もお話していただきました。
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食品ロス削減推進大賞審査委員会委員長賞

三本珈琲株式会社

食品ロス削減推進大賞審査委員会委員長賞

どんぐりピット合同会社

受賞スピーチの中で、「今後も私達はSDGsの取組の一環として本取組を継続し、実
施することはもちろん次世代のために責任ある行動を続けることで、未来に素敵なギ
フトをたくさん残せるように、世界中のみんながいつも笑顔でごちそうさまが言える
食品ロスのない世界がくるように一食品事業者として真剣に向き合ってまいりたいと
考えております。」というお話がありました。

受賞スピーチの中で、「誰でも一度は思ったことがあるもったいないという気持ち。
なかなか行動にすることは難しいけれど、地域に溶け込んだこの冷蔵庫でフードロス
削減の取組に参加する人が一人でも増えるように本取組をこれからも頑張っていきた
いと思っております。」というお話がありました。

12



▼展示ブースの様子

会場の様子

▲自治体研修会の様子

▲表彰状を授与された受賞者の皆さん
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どうも、ロバート馬場
です。
このたびは、「令和３

年度食品ロス削減全国大
会」が愛知県豊田市で行
われることについて、誠
におめでとうございます。

また、本大会のプログラムの中に組み込まれています「令和３年度食品ロス削
減推進大賞」の表彰において、受賞された方々におかれましては、誠におめでと
うございました。
私は、「食品ロス削減推進大賞」の審査委員として、応募いただいた団体や消

費者の方々の様々な取組について拝見しましたが、どれも素晴らしい取組で、感
銘を受けました。これを私が審査していいのかと思うような素晴らしい内容ばか
りで、自分も考えなければならないなと、審査しながら、学ばせていただきまし
た。
「食品ロス削減推進大賞」に受賞された方々、今日、食品ロス削減全国大会にご
参加いただいた方々など、今後とも食品ロス削減に頑張っていただき、皆さまそ
して、僕も大きなムーブメントを起こしていきましょう。

私事ですが、2021年８月に、「食品ロス削減推進アンバサダー」に就任しまし
た。こんな一芸人がアンバサダーになれるのか、マネージャーに問いかけたとこ
ろ、“軽い気持ちで引き受けてもらっても大丈夫です”ということで、引き受けた
ところ、とんでもない真剣な大賞で、分厚い資料が届き、熟読しました。個人の
方からグループ、企業の方々まで色々考えているんだなということで、改めて重
荷だったアンバサダー就任が勉強になり、引き受けてとてもよかったなと思いま
した。私も芸人という職業をやっていますが、ほぼ料理しかしていませんので、
今後も料理の方で食品ロス削減できるようなレシピを考えていきたいと思います。
皆さん一緒に頑張りましょう。
以上、ロバート馬場でした。ありがとうございました。

食品ロス削減推進アンバサダー
お笑いトリオ ロバート

馬場 裕之

食品ロス削減推進アンバサダー就任挨拶
及び表彰式祝辞（ビデオメッセージ）
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